
東 北 学 院震 災 復興 対 策 委 員 会(第13回)次 第

日時:平 成23年9月20日(水)常 務理事会終了後

場所:土 樋キャンパス1号 館6階 会議室

委員:平 河内理事長(委 員長)・星宮学院長(副 委員長)宮 城総務担当常任理事

関谷財務担当常任理事 ・柴田人事担当常任理事 ・高橋法人事務局長 ・斎藤学務担当副学長

高木法学部長 ・永井中学校 ・高等学校長 ・久能榴ケ岡高等学校長 ・日野総務部長 ・高橋財

務部長 ・佐々木施設部長 ・佐藤庶務部長 ・斎藤庶務課長 ・若生人事課長 ・駒板財務課長

陪席:那 須監事

黙祷 委員長 平河内 健治

協 議 事 項 ペ ー ジ

1、 前 回 議 事 録 確 認 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …1

2、 財団法 人 竹 中育英会か らの 「震災支援金」の決定のお知 らせ ・ ・・・…2

3、 石 巻 か ら の 通 学 バ ス 利 用 者 ア ン ケ ー ト結 果 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …3



第12回 東北学院震災復興対策委員会議事録

日 時:平 成23年7月20日(水)14:58～15:40

場 所:1号 館6階 会議室

出席委員:平 河内健治 星宮 望 宮城光信 関谷 登 柴田良孝 齋藤 誠 高木龍一郎

永井英司 湯本良次 高橋清昭、佐藤範明 高橋秀悦 日野 哲 佐々木文彦

斎藤英夫 若生克義 駒板高明 以上17名

陪 席:那 須和良(監 事)

協議事項

1.前 回第11回議事 録確認 委員会終了時までに確認いただき、承認された。

2.法 務研究科 ・法学研究科学生への 「図書カー ド」寄贈について

説明:齋 藤学務担当副学長 株式会社有斐閣及び株式会社弘文堂より、法務研究科及び法学

研究科学生への 「図書カー ド」寄贈について説明があ り了承された。なお、額面3,000円 の図

書カー ド120枚 、総額360,000円 の現物寄付 となる。

3.ACUCAか ら貴学への復興支援金送付について

説明:日 野総務部長ACUCAか らの復興支援金送付 についての連絡が別紙のとお りあったこ

との報告があ り了承された。なお、総金額は15,300ド ル との こと。

4.東 日本大震災被災学生に対する救済措置 に関する規程の一部改正

説明:齋 藤学務担当副学長 本規程は平成23年4月13日 の震災復興対策委員会にて承認さ

れたが、その後4月27日 及び7月6日 の震災復興対策委員会 にて運用上の問題について検

討が加え られ、確認 された事項につ いて本規程の附則 に加 えた との説明があ り承認された。

5.東 北学院大学東 日本大震災緊急奨学金規程の一部改正

説明:齋 藤学務担当副学長 本規程は平成23年5月18日 の震災復興対策委員会にて承認さ

れたが、その後7月6日 の震災復興対策委員会にて運用上の問題について検討が加え られ、

確認された事項について本規程の附則 に加 えた との説明があ り承認された。

6.東 日本大震災被災者入学時特待生に関する規程(案)の 制定

説明:齋 藤学務担 当副学長 東 日本大震災で甚大な被災をした受験生に大学で学ぶ機会 を拡

大 し、特 に優秀な被災受験生が本学 を受験 ・入学することを促進することを目的に本規程を

制定するとの説明があり、原案の とお り承認 された。入学時特待生 とは別の制度であり、支

援 内容も授業料全額相当とし、毎年、成績が優等生に相当す る場合は奨学金の給付を継続す

る。なお、定員は25名 とす るが、有資格者が抜 けた場合であって も繰上げ補充は行わない

こと。2年 目以降 については、経済的困窮状態が継続 している ことの確認を行 うことが確認

された。実施年度は平成24年 度のみ とし、それ以降については実施状況を見た うえで決定

することとした。

7.北海学園大学学生部から本学学生部への見舞金の使途について

説明:柴 田総務担当副学長 別紙資料に基づき説明があり、東日本大震災時の避難所運営に

かかわった学生に対しての感謝の会を開催し、その際の学生費用分については北海学園大学

学生部から本学学生部へいただいた見舞金を使用することが了承された。

以 上
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平成23年9月15日

学校法人東北学院

理事長 平河内 健治 様

震 災 支 援 金 決 定 の お 知 ら せ

標記の件、下記の通 り決定 しましたので、お知 らせ申し上げます。

記

1.支 援 金 額

35,000,000円

2支 援 の 目 的

(1)被 災学生に対する学資 ・修学援助

(2)大 学の教育研究施設の復旧

3.支 援 金 振 込 方 法

貴大学指定の口座に振り込みます

4.振 込 期 日

平成23年9月 末 日

以 上



復興 対策 委 員会(2011.9.21)

石巻からの通学バス廃止に伴う

代替的学生支援の可能性にっいて

学務担当副学長

斎 藤 誠

1.通 学バス利用者の対応 に関す る調査

学生代表による調査

学生部による調査

自宅通学

20

10

アパ ー ト

5

6

下宿

1

1

※ 学生部で は 「もし大学か ら何 らかの支援が あったな ら」 どうしたいか を聞いて いる

自宅通学5ア パー ト8寄 宿舎3下 宿1

2.不 安 ・要望

(1)自 宅通学

①通学バ ス終了により通学時間が大幅 にかかる(帰 宅時 間は1時 間以上遅 くな る)

ので、遅刻が多 くなった り、課題 ・試験なの準備に大 きな支障をきたす。

②そ うした実態をふ まえた教員の対応 をお願 いしたい。

③通学費 を援助 してほ しい。

④大学 内の駐車場を貸 し出 してほ しい。(斡 旋 ・財政援 助で も可)

(2)ア パー ト ・下宿

①初期 費用でかな りの金額(30万 程度)が かかるので、その費用の援 助をしてほ し

い。

(3)寄 宿舎

① アルバイ ト禁止はたいへん困る。

3.代 替的学生支援 の可能性について

○ 「自宅通学」へ の② は可能、④ は可能性がある。

○ 寄宿舎①の要望は難 しいのでは?

○ 金銭 的援助は難 しいのではないか?

→ 基本的には 「被災者緊急給付奨学金」で解決すべき問題では?

→ 「緊急給付奨学金」の対象でない学生はどうす る?

→ 直 接 「被災」 していな くとも、 「通学困難」を 「被災者緊急給付奨学金」 の

対象にすることはできるか もしれない。

(以上)
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